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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・ニッポン 

世界債券ファンド 

 

運用報告書（全体版） 
 

第165期（決算日 2023年６月20日） 
第166期（決算日 2023年７月20日） 
第167期（決算日 2023年８月21日） 
第168期（決算日 2023年９月20日） 
第169期（決算日 2023年10月20日） 
第170期（決算日 2023年11月20日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・ニッポン世界債券

ファンド」は、このたび、第170期の決

算を行いましたので、第165期～第170

期の運用状況をまとめてご報告申し上

げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／海外／債券 

(課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信託期間 無期限（2009年７月31日設定） 

運用方針 
安定した収益の確保と信託財産の中長期的な

成長を目標として運用を行います。 

主要投資 

対 象 

東京海上・ニッポン 

世界債券ファンド 

「東京海上・ニッポン世界債券

マザーファンド」を主要投資

対象とします。 

東 京海上 ・ニッ ポン 

世界債券マザーファンド 

日系発行体（日本企業もしく

はその子会社、日本の政府機

関等）が世界で発行する外貨

建ての債券等を主要投資対象

とします。 

投資制限 

東京海上・ニッポン 

世界債券ファンド 

・株式への実質投資割合は、

信託財産の純資産総額の

10％以下とします。 

・外貨建資産への実質投資割

合には、制限を設けません。 

東 京海上 ・ニッ ポン 

世界債券マザーファンド 

・株式への投資割合は、信託

財産の純資産総額の10％以

下とします。 

・外貨建資産への投資割合に

は、制限を設けません。 

分配方針 

収益分配にあたっては、原則として、毎決算時

に利子等収益の範囲内で継続的に安定した分

配を行うことを目指します。また、６月と12月

の決算時においては、原則として利子等収益に

売買益（評価益を含みます。）を付加した額から

分配を行う場合があります。収益分配金額は、

基準価額の水準、市況動向等を勘案して決定し

ます。ただし、分配対象額が少額の場合等には、

収益分配を行わないことがあります。収益の分

配に充当せず、信託財産内に留保した利益につ

いては、運用の基本方針に基づいて運用を行い

ます。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

141期(2021年６月21日) 9,699 40 △0.3 100.5 1,894 

142期(2021年７月20日) 9,574 40 △0.9 99.7 1,861 

143期(2021年８月20日) 9,439 40 △1.0 100.6 1,840 

144期(2021年９月21日) 9,418 40 0.2 95.8 1,805 

145期(2021年10月20日) 9,761 40 4.1 97.8 1,773 

146期(2021年11月22日) 9,456 40 △2.7 100.3 1,672 

147期(2021年12月20日) 9,328 40 △0.9 98.9 1,634 

148期(2022年１月20日) 9,257 40 △0.3 97.9 1,593 

149期(2022年２月21日) 9,098 40 △1.3 97.9 1,485 

150期(2022年３月22日) 9,206 40 1.6 92.2 1,476 

151期(2022年４月20日) 9,619 40 4.9 95.8 1,587 

152期(2022年５月20日) 9,150 40 △4.5 97.9 1,497 

153期(2022年６月20日) 9,393 40 3.1 97.0 1,491 

154期(2022年７月20日) 9,518 40 1.8 96.3 1,519 

155期(2022年８月22日) 9,411 40 △0.7 97.8 1,502 

156期(2022年９月20日) 9,496 40 1.3 98.0 1,498 

157期(2022年10月20日) 9,282 40 △1.8 98.7 1,473 

158期(2022年11月21日) 9,155 40 △0.9 96.0 1,428 

159期(2022年12月20日) 8,971 40 △1.6 96.5 1,370 

160期(2023年１月20日) 8,789 40 △1.6 94.6 1,330 

161期(2023年２月20日) 8,981 40 2.6 97.2 1,360 

162期(2023年３月20日) 8,807 40 △1.5 98.2 1,329 

163期(2023年４月20日) 9,001 40 2.7 96.5 1,359 

164期(2023年５月22日) 9,125 40 1.8 98.0 1,375 

165期(2023年６月20日) 9,434 40 3.8 96.3 1,404 

166期(2023年７月20日) 9,317 40 △0.8 98.2 1,396 

167期(2023年８月21日) 9,319 40 0.5 99.3 1,400 

168期(2023年９月20日) 9,408 40 1.4 98.6 1,422 

169期(2023年10月20日) 9,303 40 △0.7 98.4 1,406 

170期(2023年11月20日) 9,611 40 3.7 97.7 1,440 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載

していません。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率 

第165期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2023年５月22日 9,125 － 98.0 

５月末 9,127 0.0 99.2 

(期  末)    

2023年６月20日 9,474 3.8 96.3 

第166期 

(期  首)    

2023年６月20日 9,434 － 96.3 

６月末 9,474 0.4 98.5 

(期  末)    

2023年７月20日 9,357 △0.8 98.2 

第167期 

(期  首)    

2023年７月20日 9,317 － 98.2 

７月末 9,262 △0.6 99.5 

(期  末)    

2023年８月21日 9,359 0.5 99.3 

第168期 

(期  首)    

2023年８月21日 9,319 － 99.3 

８月末 9,453 1.4 98.1 

(期  末)    

2023年９月20日 9,448 1.4 98.6 

第169期 

(期  首)    

2023年９月20日 9,408 － 98.6 

９月末 9,424 0.2 97.6 

(期  末)    

2023年10月20日 9,343 △0.7 98.4 

第170期 

(期  首)    

2023年10月20日 9,303 － 98.4 

10月末 9,350 0.5 98.0 

(期  末)    

2023年11月20日 9,651 3.7 97.7 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

○運用経過 (2023年５月23日～2023年11月20日) 

■作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2023年５月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・保有する債券の利息収入 

・堅調な米国の経済指標を背景とした社債スプレッド（国債と社債の利回り格差）の縮小 

・内外金利差の拡大などを背景とした円安の進行 

 

マイナス要因 

・欧米中央銀行の金融政策正常化を背景とした世界的な国債利回りの上昇（債券価格の下落） 

 

  



品 名：90049_835010_170_03_東京海上・ニッポン世界債券ファンド_989759.docx 

日 時：2023/12/28 13:14:00 

ページ：4 

 

－ 4 － 

東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

■投資環境 
【外国債券市場】 

米国債利回りは上昇しました。インフレ率は緩やかに鈍化したものの、依然としてFRB（米連邦準備制度理事会）の目標

を上回る高い水準で推移し、雇用を中心に米国の経済指標が堅調な内容を示すなか、FRBが金融引き締め姿勢を継続したこ

とから、米国債利回りは上昇しました。 

ドイツ国債利回りは上昇しました。資源価格の高止まりなどを背景に欧州域内のインフレ率が高水準で推移するなか、

ECB（欧州中央銀行）が金融引き締め姿勢を維持したことから、ドイツ国債利回りは上昇基調となりました。 

オーストラリア国債利回りは上昇しました。グローバルに堅調な景気指標が公表され、各国中央銀行が金融引き締め姿勢

を継続するなかで、オーストラリア国債利回りも連動して上昇しました。 

 

【日系外貨建社債市場】 

グローバルの社債スプレッドは縮小しました。FRBが積極的な金融引き締めを進めたものの、米国の経済指標が堅調なこ

とから景気減速懸念は後退し、社債スプレッドは縮小傾向が継続しました。 

当ファンドが実質的に投資対象とする日系外貨建社債についても、同様の動きとなりました。 

 

【為替市場】 

米ドル円為替レートは、日銀が金融政策を修正しつつも金融緩

和姿勢を維持する一方で、FRBはインフレ対応を目的として利上

げを継続したことから日米金利差が拡大し、作成期を通じて円安

米ドル高基調で推移しました。 

ユーロ円為替レートは、インフレの高進を受けてECBが金融引

き締め姿勢を維持し、利上げを継続したことなどから、円安ユー

ロ高が進行しました。 

豪ドル円為替レートは、オーストラリアの堅調な雇用指標や資

源価格の上昇などを背景に、円安豪ドル高が進行しました。 

 

 

 

 

 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・ニッポン世界債券ファンド＞ 

「東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、マザーファンドの値動きを反映し、8.0％上昇しました。 

 

＜東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド＞ 

【日系外貨建社債の組み入れについて】 

作成期間を通じて、日系外貨建社債の組入比率は、おおむね90％超を維持しました。 

組入セクターは、政府系金融機関、民間金融機関のほか、自動車や商社などの業種分散に留意しました。 

 

【通貨配分について】 

運用方針に基づき、北米通貨圏、欧州通貨圏、オセアニア通貨圏にそれぞれおおむね1/3ずつ投資しました（債券の保有

比率は、作成期間を通じて北米通貨圏が90％程度となっていますが、通貨の配分がおおむね1/3ずつとなるように為替予約

取引を利用して調整しました）。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

【デュレーションについて】 

運用方針に基づき、ポートフォリオのデュレーションが一定の範囲内になるようオペレーションを行いました。 

 

【運用結果】 

以上の運用の結果、為替市場で円安が進行したことなどがプラス要因となり、基準価額は8.7％上昇しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 

 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第165期 第166期 第167期 第168期 第169期 第170期 

2023年５月23日～ 
2023年６月20日 

2023年６月21日～ 
2023年７月20日 

2023年７月21日～ 
2023年８月21日 

2023年８月22日～ 
2023年９月20日 

2023年９月21日～ 
2023年10月20日 

2023年10月21日～ 
2023年11月20日 

当期分配金 40  40  40  40  40  40  

(対基準価額比率) 0.422％ 0.427％ 0.427％ 0.423％ 0.428％ 0.414％ 

 当期の収益 20  15  20  20  20  15  

 当期の収益以外 20  25  20  20  20  25  

翌期繰越分配対象額 1,703  1,680  1,663  1,678  1,659  1,882  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上・ニッポン世界債券ファンド＞ 

「東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持します。 

 

＜東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド＞ 

【日系外貨建社債の組み入れについて】 

現在の比率を維持し、景気情勢や市場動向を見極めつつ、組入銘柄を柔軟に変更する方針です。 

 

【通貨配分について】 

運用方針に基づき、北米通貨圏、欧州通貨圏、オセアニア通貨圏にそれぞれ1/3ずつ投資する方針です。 

 

【デュレーションについて】 

運用方針に基づき、ポートフォリオのデュレーションが一定の範囲内となるようオペレーションを行う方針です。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2023年５月23日～2023年11月20日) 

項 目 
第165期～第170期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 57  0.613  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (28)  (0.301)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (28)  (0.301)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.011)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.011   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.005)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ＊その他は、信託事務等に要する諸費用 

 合 計 58   0.624    

作成期間の平均基準価額は、9,348円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.24％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

○売買及び取引の状況 (2023年５月23日～2023年11月20日) 

 

銘 柄 
第165期～第170期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド 43,569 87,347 69,728 140,199 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2023年５月23日～2023年11月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年11月20日現在) 

 

銘 柄 
第164期末 第170期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド 713,623 687,464 1,440,445 
  
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年11月20日現在) 

項 目 
第170期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド 1,440,445 99.4 

コール・ローン等、その他 8,321 0.6 

投資信託財産総額 1,448,766 100.0 
 
（注） 東京海上・ニッポン世界債券マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（42,490,260千円）の投資信託財産総額

（43,342,755千円）に対する比率は98.0％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値で邦貨換算したものです。なお、当作成期末における邦貨換算

レートは１米ドル＝149.95円、１ユーロ＝163.54円、１豪ドル＝97.57円です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 



品 名：90049_835010_170_03_東京海上・ニッポン世界債券ファンド_989759.docx 

日 時：2023/12/28 13:14:00 

ページ：9 

 

－ 9 － 

東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第165期末 第166期末 第167期末 第168期末 第169期末 第170期末 

2023年６月20日現在 2023年７月20日現在 2023年８月21日現在 2023年９月20日現在 2023年10月20日現在 2023年11月20日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 1,415,730,893   1,404,028,847   1,407,999,803   1,431,662,504   1,424,802,139   1,448,766,077   

 東京海上・ニッポン世界債券マザーファンド(評価額) 1,404,480,273   1,396,603,740   1,400,311,710   1,422,777,902   1,406,392,414   1,440,445,253   

 未収入金 11,250,620   7,425,107   7,688,093   8,884,602   18,409,725   8,320,824   

(B) 負債 11,250,620   7,425,107   7,688,093   8,884,602   18,409,725   8,320,824   

 未払収益分配金 5,955,160   5,995,905   6,010,573   6,049,387   6,046,745   5,994,769   

 未払解約金 3,930,599   －   146,758   1,388,148   10,908,868   824,522   

 未払信託報酬 1,352,796   1,416,567   1,517,231   1,434,279   1,441,258   1,488,257   

 その他未払費用 12,065   12,635   13,531   12,788   12,854   13,276   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,404,480,273   1,396,603,740   1,400,311,710   1,422,777,902   1,406,392,414   1,440,445,253   

 元本 1,488,790,005   1,498,976,337   1,502,643,270   1,512,346,988   1,511,686,497   1,498,692,318   

 次期繰越損益金 △   84,309,732   △  102,372,597   △  102,331,560   △   89,569,086   △  105,294,083   △   58,247,065   

(D) 受益権総口数 1,488,790,005口 1,498,976,337口 1,502,643,270口 1,512,346,988口 1,511,686,497口 1,498,692,318口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,434円 9,317円 9,319円 9,408円 9,303円 9,611円 
 

（注） 当ファンドの第165期首元本額は1,507,272,588円、第165～170期中追加設定元本額は93,227,367円、第165～170期中一部解約元本額は

101,807,637円です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額（元本の欠

損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資産の額とな

ります。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

○損益の状況 

項 目 
第165期 第166期 第167期 第168期 第169期 第170期 

2023年５月23日～ 
2023年６月20日 

2023年６月21日～ 
2023年７月20日 

2023年７月21日～ 
2023年８月21日 

2023年８月22日～ 
2023年９月20日 

2023年９月21日～ 
2023年10月20日 

2023年10月21日～ 
2023年11月20日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 有価証券売買損益 53,246,388   △ 10,082,037   7,783,670   20,827,159   △  8,253,366   53,528,097   

 売買益 53,896,491   29,438   8,203,618   21,041,904   60,801   53,945,289   

 売買損 △    650,103   △ 10,111,475   △    419,948   △    214,745   △  8,314,167   △    417,192   

(B) 信託報酬等 △  1,364,861   △  1,429,202   △  1,530,762   △  1,447,067   △  1,454,112   △  1,501,533   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 51,881,527   △ 11,511,239   6,252,908   19,380,092   △  9,707,478   52,026,564   

(D) 前期繰越損益金 △ 23,328,277   25,437,352   11,551,010   14,722,335   30,678,423   17,704,902   

(E) 追加信託差損益金 △106,907,822   △110,302,805   △114,124,905   △117,622,126   △120,218,283   △121,983,762   

 (配当等相当額) (  230,970,860)  (  229,881,014)  (  227,057,099)  (  225,823,099)  (  223,110,059)  (  218,370,082)  

 (売買損益相当額) (△337,878,682)  (△340,183,819)  (△341,182,004)  (△343,445,225)  (△343,328,342)  (△340,353,844)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △ 78,354,572   △ 96,376,692   △ 96,320,987   △ 83,519,699   △ 99,247,338   △ 52,252,296   

(G) 収益分配金 △  5,955,160   △  5,995,905   △  6,010,573   △  6,049,387   △  6,046,745   △  5,994,769   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △ 84,309,732   △102,372,597   △102,331,560   △ 89,569,086   △105,294,083   △ 58,247,065   

 追加信託差損益金 △109,885,402   △114,050,246   △117,130,192   △120,646,820   △123,241,656   △125,730,493   

 (配当等相当額) (  228,007,603)  (  226,161,759)  (  224,075,760)  (  222,821,655)  (  220,110,891)  (  214,634,274)  

 (売買損益相当額) (△337,893,005)  (△340,212,005)  (△341,205,952)  (△343,468,475)  (△343,352,547)  (△340,364,767)  

 分配準備積立金 25,575,670   25,741,919   25,865,661   31,077,734   30,726,469   67,483,428   

 繰越損益金 －   △ 14,064,270   △ 11,067,029   －   △ 12,778,896   －   
 

（注）(A)有価証券売買損益は、各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注）(B)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注）(E)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分です。 
（注）分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 
第165期 第166期 第167期 第168期 第169期 第170期 

2023年５月23日～ 
2023年６月20日 

2023年６月21日～ 
2023年７月20日 

2023年７月21日～ 
2023年８月21日 

2023年８月22日～ 
2023年９月20日 

2023年９月21日～ 
2023年10月20日 

2023年10月21日～ 
2023年11月20日 

a. 配当等収益(費用控除後) 3,589,553円 2,553,031円 3,408,190円 3,715,035円 3,071,418円 4,145,234円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 9,872,156円 0円 0円 4,655,086円 0円 35,275,220円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 230,985,183円 229,909,200円 227,081,047円 225,846,349円 223,134,264円 218,381,005円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 15,091,541円 25,437,352円 25,462,757円 25,732,306円 30,678,423円 30,311,012円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 259,538,433円 257,899,583円 255,951,994円 259,948,776円 256,884,105円 288,112,471円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,743円 1,720円 1,703円 1,718円 1,699円 1,922円 

g. 分配金 5,955,160円 5,995,905円 6,010,573円 6,049,387円 6,046,745円 5,994,769円 

h. 分配金(１万口当たり) 40円 40円 40円 40円 40円 40円 

 

○分配金のお知らせ  

 第165期 第166期 第167期 第168期 第169期 第170期 

１万口当たり分配金（税込み） 40円 40円 40円 40円 40円 40円 
 

（注） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 
（注） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、

下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 
（注） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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東京海上・ニッポン世界債券ファンド 

○お知らせ  

 東京海上・ニッポン世界債券マザーファンドを投資対象とする他ファンドでNISA「成長投資枠」の対象商品

になるための要件を満たすため、当該マザーファンドにおいて所要の約款変更を2023年８月19日付で行いま

した。 
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